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幌延深地層研究センター

○○地層科学研究地層科学研究

○○地層処分研究開発地層処分研究開発

○○スケジュールスケジュール

・全体で約・全体で約2020年の計画年の計画
第１段階；地上からの調査研究段階第１段階；地上からの調査研究段階
第２段階；坑道掘削（地下施設建設）時の第２段階；坑道掘削（地下施設建設）時の

調査研究段階調査研究段階
第３段階；地下施設での調査研究段階第３段階；地下施設での調査研究段階

・平成・平成1515年度より用地造成開始予定年度より用地造成開始予定
・地下施設建設；平成・地下施設建設；平成1717年度着工～平成年度着工～平成2222年度年度
完成予定完成予定
○○開かれた研究開かれた研究

幌延深地層研究計画の概要幌延深地層研究計画の概要
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［研究所設置地区の選定］［研究所設置地区の選定］［研究所設置地区の選定］
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［北進地区と上幌延地区］［北進地区と上幌延地区］

北進地区北進地区北進地区

上幌延地区上幌延地区上幌延地区
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北進地区と上幌延地区の比較北進地区と上幌延地区の比較

地質学的条件地質学的条件

・試錐調査の実測データからは、北進地区の方が割れ目や・試錐調査の実測データからは、北進地区の方が割れ目や

ガス量が少ないガス量が少ない

地形地形//道路条件道路条件

・北進地区は上幌延地区に比べて平坦で道路の整備状況が良好・北進地区は上幌延地区に比べて平坦で道路の整備状況が良好

土地利用状況土地利用状況

・北進地区には相対的に用地の取得や開発の容易な公共・北進地区には相対的に用地の取得や開発の容易な公共

機関の土地、原野が多い機関の土地、原野が多い

総合的に北進地区が研究所設置地区としての要件に優れる総合的に北進地区が研究所設置地区としての要件に優れる
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幌延深地層研究センター 研究所設置地区研究所設置地区

研究所設置地区研究所設置地区
のおおよその範囲のおおよその範囲
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【【平成平成1414年度の調査研究年度の調査研究】】
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○○研究所設置地区およびその周辺地区での調査研究所設置地区およびその周辺地区での調査

○○地層科学研究地層科学研究

・物理探査（反射法地震探査、VSP探査）、地質調査、

試錐調査、表層水理調査

・地震計（地上及び試錐孔内）、GPS観測機器等の設置

・H13試錐孔への地下水の長期モニタリング装置の設置

・地下施設の基本計画の検討

○○地層処分研究開発地層処分研究開発

・第２段階以降に地下施設で行う試験計画を具体化

するための検討

○○環境調査・地上施設環境調査・地上施設

【【平成平成1414年度の調査研究概要年度の調査研究概要】】
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N

研究所設置地区の研究所設置地区の
おおよその範囲おおよその範囲

平成平成1414年度試錐孔年度試錐孔

平成平成1313年度試錐孔年度試錐孔
（（VSPVSP探査実施探査実施;HDB;HDB--11））

反射法地震探査測線反射法地震探査測線

凡凡 例例

河川流量観測システ河川流量観測システ
ム設置位置ム設置位置

幌延町市街地幌延町市街地

【【平成平成1414年度調査研究位置図年度調査研究位置図】】

HDBHDB--22

天塩川天塩川 00 2km2km

HDBHDB--44
HDBHDB--55

HDBHDB--33
HDBHDB--11

大曲断層大曲断層

Line 1Line 1

Line 2Line 2

N
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大型バイブレータによる発振
状況

道路横に設置した受振器

【【反射法地震探査反射法地震探査】】
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大曲断層 HDB-1HDB-4 JR宗谷本線
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【【反射法地震探査結果（速報）反射法地震探査結果（速報）】】
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；時間マイグレーション断面図
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【【地質調査位置図地質調査位置図】】

幌延市街地

ケナシポロ川

問寒別市街地
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［地質柱状図（速報）］［地質柱状図（速報）］
【【 試 錐 調 査試 錐 調 査 】】

HDB-1孔
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［コア写真］［コア写真］
【【 試 錐 調 査試 錐 調 査 】】

○HDB-3孔(172～176m)
（水理試験実施区間内）

○HDB-3孔(240～244m)
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声問層；声問層；HDBHDB--11孔深度孔深度193.92m193.92m

10μ10μ

稚内層；稚内層；HDBHDB--11孔深度孔深度528.72m528.72m

10μ10μ10μ10μ

［平成［平成1313年度試錐コアの電子顕微鏡写真］年度試錐コアの電子顕微鏡写真］

【【 試 錐 調 査試 錐 調 査 】】



JNC
核燃料サイクル開発機構

幌延深地層研究センター

0 5 100 155 200 255 300 355

0

100

一軸圧縮強度（MPa)HDB-1孔

一軸圧縮強度（MPa）

深
度
(
m
)

HDB-3孔

HDB-3孔

一軸圧縮強度（MPa)
（水平方向）

一軸圧縮強度（MPa)
（鉛直方向）

200

300

400

500

600

700

【【 試 錐 調 査試 錐 調 査 】】
［力学特性（速報）］［力学特性（速報）］
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凡例

ガス濃度 (%) ガス濃度 (%)

【【 試 錐 調 査試 錐 調 査 】】
［掘削時ガスモニタリング結果（速報）］［掘削時ガスモニタリング結果（速報）］
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【【 試 錐 調 査試 錐 調 査 】】
［水理試験結果（速報）］［水理試験結果（速報）］

［［HDBHDB--44孔；孔；
深度深度281.45281.45～～299.52m299.52m］］

［［HDBHDB--33孔；孔；
深度深度160.50160.50～～200.45m200.45m］］

揚水開始 採水

揚水開始 採水
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【【地質環境モニタリング技術開発地質環境モニタリング技術開発】】
［［HDBHDB--11孔における観測結果（速報）］孔における観測結果（速報）］
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記録装置等

水位標尺
測定ケーブル

ｹｰﾌﾞﾙ保護管

水位センサー水位センサー

水位（水圧）センサー水位（水圧）センサー

【【表層水理調査表層水理調査】】

［河川流量観測システム］［河川流量観測システム］
＜システム全景＞

＜センサー部（拡大）
＞

水位標尺

ｾﾝｻｰ保護管
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研究所設置場所研究所設置場所
（候補地）（候補地）

平成平成1313年度試錐孔年度試錐孔

反射法地震探査測線反射法地震探査測線

凡凡 例例

［研究所設置場所（候補地）］［研究所設置場所（候補地）］

N

研究所設置地区の研究所設置地区の
おおよその範囲おおよその範囲

幌延町市街地幌延町市街地

HDBHDB--22

天塩川天塩川 00 2km2km

N

HDBHDB--11

大曲断層大曲断層

位置 ： JR宗谷本線幌延駅から北東方向へ

直線距離で約3.5km

状況 ： 南側に幌延町トナカイ観光牧場、

東側に主要道道稚内-幌延線

Line 1Line 1

Line 2Line 2
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立坑方式、スパイラル方式

設定条件 深度500m、試験坑道 深度250,500m
スパイラル坑道の縦断勾配10%

検討項目 試験研究、見学施設

安全環境、工期

経済性

検討結果 工期、経済性に優れる

立坑３本方式を採用
地下施設のイメージ（立坑）

検討ケース

［地下へのアクセス方式の検討］［地下へのアクセス方式の検討］

【【深地層における工学的技術の基礎の開発深地層における工学的技術の基礎の開発】】
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【【地質環境の長期安定性に関する研究地質環境の長期安定性に関する研究】】
［地震研究］［地震研究］

HDB-2孔敷地内における
地震計埋設用試錐孔掘削現場

試錐孔

観測装置

試錐孔内地震計

試錐孔における地震観測
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研究所設置地区の研究所設置地区の
おおよその範囲おおよその範囲

【【環境調査環境調査】】

動植物調査地点

騒音・振動調査地点

動植物調査ルート

凡例

幌延町市街地
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基本設計（整地、防災、道路、排水）

【【地上施設地上施設】】

実施設計（整地、防災、
施工計画（施工方法、仮設備、安全設備))

・研究管理棟、コア倉庫棟、・研究管理棟、コア倉庫棟、
ワークショップ棟などの基本計画の検討ワークショップ棟などの基本計画の検討

・造成工事の設計・造成工事の設計
用地の測量
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【【開かれた研究開かれた研究】】
［国内外の研究機関との協力］［国内外の研究機関との協力］

○○国外国外

・Nagra（スイス）

・Sandia National Laboratories (SNL)

（アメリカ）

○○国内国内
・電力中央研究所
・産業技術総合研究所
・北海道大学
・埼玉大学
・東京大学 ほか
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○○試錐調査等の現場試錐調査等の現場

○○調査研究成果調査研究成果

【【施設および成果の公開施設および成果の公開】】

計画書、成果報告書、パンフレット等計画書、成果報告書、パンフレット等

・インターネットホームページ・インターネットホームページ

・センター内インフォメーションルーム・センター内インフォメーションルーム


